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Ⅰ 問題と目的

小学校学習指導要領では､ ｢主体的・対話的で深い学

び｣ の視点に立った授業改善を行うことで､ 質の高い学

びを実現し､ 児童が学習内容を深く理解するようになり､

資質・能力が身に付き､ 生涯にわたって能動的 (アクティ

ブ) に学び続けるようにすることをめざすとしている

(文部科学省, 2017)｡ そして､ 中央教育審議会 (2016)

によると､ ｢主体的・対話的で深い学び｣ とは､ ①学ぶ

ことに興味や関心を持ち､ 自己のキャリア形成の方向性

と関連付けながら､ 見通しを持って粘り強く取り組み､

自己の学習活動を振り返って次につなげる ｢主体的な学

び｣ が実現できているか､ ②子供同士の協働､ 教職員や

地域の人との対話､ 先哲の考え方を手掛かりに考えるこ

と等を通じ､ 自己の考えを広げ深める ｢対話的な学び｣

が実現できているか､ ③習得・活用・探究という学びの

過程の中で､ 各教科等の特質に応じた ｢見方・考え方｣

を働かせながら､ 知識を相互に関連付けてより深く理解

したり､ 情報を精査して考えを形成したり､ 問題を見い

だして解決策を考えたり､ 思いや考えを基に創造したり

することに向かう ｢深い学び｣ が実現できているかとい

う３つの視点を持つものである｡

また､ 特別支援教育においても､ ｢主体的・対話的で

深い学び｣ のための授業改善の重要性を次のように述べ

ている｡

『指導方法の質的改善の方向性は､ 特別支援学校にお

いても同様』 である｡ そして､ 障害のために思考し､ 判

断し､ 表現することへの困難さのある子どもたちについ

ても､ 障害の状態等に留意して､ ｢主体的・対話的で深

い学び｣ の実現を目指し､ 困難さに対応しながら､ 学び

の過程の質的改善を行うことが求められる｡

このように､ ｢主体的・対話的で深い学び｣ は､ 教育

の方向性は示されているが､ 具体的な方法は示されてお

らず､ その実現に対する具体的な方法の研究は十分にな

されていない｡

特別支援教育では､ 児童の障害による困難さに応じた

授業改善が必要であると考えられるが､ 本研究では､ コ

ミュニケーションの問題を有し対話的な学びが困難であ

るといわれている自閉症スペクトラム障害 (以後ASD

とする) 児を含めた特別支援学校小学部での授業の在り

方を検討する｡

Ⅱ 手続き

１. 対象児

B市内のA特別支援学校の小学部第６学年Cクラスに

在籍する９名 (男児７名・女児２名) である｡ ９名の障

害種は､ ASD６名､ ダウン症３名である｡

２. 期間

20XX年９月～11月｡

研究のスケジュールをTable１に示す｡
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まず､ Cクラスの担任４名と筆者で､ 事前評価を行い､

これまで学級で行われてきた､ 朝の会の ｢歌決め｣ 活動

の内容を検討し､ 子ども同士の対話の頻度と質が高まる

授業の計画を立てる｡

その後､ 計画に基づいて授業を行い､ コミュニケーショ

ンの問題を有し対話的な学びが困難であるといわれてい

るASD児を含めた特別支援学校小学部での授業の在り

方を検討する｡

なお､ Table１に挙げた授業は､ 全て朝の会の時間に

行う｡

Ⅲ 研究Ⅰ：事前評価 (従来の授業)

１. 結果

児童の様子

授業観察①②と担任教師への聞き取りにより得られた

各児童の状態をTable２に示す｡

Table２ 学級児童の実態

※下線は教師のねがいを示す｡

授業の様子

担任教師は､ 友だちの気持ちを想像することを学級児

童の ｢深い学び｣ であると想定し､ 児童の対話を重視し

た活動を行っていた｡ そのうちの一つの活動が､ 朝の会

の ｢歌決め｣ の活動である｡ 授業観察②では､ ｢歌決め｣

の授業を観察した｡ 授業の内容をTable３に示す｡

Table３ 授業の内容

①歌いたい曲を考える

今月の朝の会で歌いたい曲をひとつ考える｡

②発表する

考えた曲を一人ずつ発表する｡

③その場にいない児童の歌いたい曲を想像する

教室外で参加している児童の歌いたい曲は何か想

像する｡

④歌いたい曲に投票する

自分の意見や友だちの意見を踏まえて､ 自分の歌

いたい曲に投票する｡

⑤多数決で曲を決定する

投票の結果､ 最も多く投票された曲に決定する｡

選ばれなかった児童を全員で励ます｡

授業の中の各活動場面での児童の様子をTable４に示

す｡

教師は､ 児童同士の対話を促したいと考えて対応して

いた｡ しかし､ 実際には教師と児童間の対話が多かった｡

児童の発言は教師に向けられたものが多く､ 教師を介し

て児童間の対話が行われていた｡ 教師と対話をしていな

い児童は､ 他児童と教師の間の対話には関心がない様子

であった｡

Table４から対話的な学びを困難にする要因を含む児

童の行動を挙げると､ ①自分の好きな歌がわからない

(⑦・ )､ ②他者の気持ちを受け入れることが難しい

(⑧・ )､ ③他児童が挙げた曲を聴いても検討せず､ 自

分の挙げた曲にこだわる ( ・ ・ )､ ④特定の児童

が挙げた曲に投票する ( ・ ・ ) などがあった｡

また､ 活動場面５ (多数決で曲を決定する) では､ 投

票に関して対話している際､ 参加していたのはDとGで､

その他の児童は､ 机に突っ伏したり ( )､ ほかの物で

遊んだり ( ) していた｡ これに対し､ 教師は､ 不参加

の児童に歌を決定する方法を尋ねるなどの工夫をしてい

た ( )｡

２. 考察

事前評価 (従来の授業) から､ ①自分の曲以外に興味

を示さない､ ②他者の気持ちを想像したり､ 受け入れた

りできない､ ③父親の好きな曲を挙げる､ ④特定の子ど

もの提案に同調するなど､ 対話的な学びを期待するには

難しい状況であった｡

これら４つからは､ ①自分の気持ちに気づいていない､

②気持ちを表出できない､ ③他者の気持ちを意識できな

い､ ④話し合いに目的を持って参加していない､ ⑤興味
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の幅が狭いという５つの大きな課題が挙げられるだろう｡

また､ 教師は､ 仲介することで児童同士の対話を促そ

うと努力していたが､ 教師と児童の対話が多く､ 児童同

士の対話は教師を介したものであった｡ また､ 教師とや

りとりしている以外の児童は､ 話し合いに参加している

意識がないような状況であった｡ また､ 興味も幅が狭く､

他の児童が聞いている曲へ関心が向いていなかった｡ こ

れらのやりとりへの参加状況から､ ①話し合いに目的を

持って参加していない､ ②興味の幅が狭いという２つの

課題が挙げられるだろう｡

また､ 児童の特性という視点から３つの分類ができた｡

Table２から児童を挙げると ①自分の気持ちを強く

表出する児童 (B) (G) (I)､ ②他児童の述べた内容に

音声言語で応答している児童 (D) (E) (F)､ ③コミュ

ニケーションや言語発達の遅れなどの障害の特性により

やりとりが難しい児童 (A) (C) (H) である｡

③の児童は､ 自分の気持ちを表出できないだけでなく､

他児童から､ 話し合いに入ることを期待されていないよ

うであった｡ ｢対話的な学び｣ を実現するには､ 表出が

難しい児童が気持ちを表出し､ 他児童から表出を期待さ

れる状況にする必要がある｡

そのため､ 児童同士の対話を成立させることが第１の

課題であると考えられた｡

Ⅳ 研究Ⅱ：事前評価に基づく主体的で対話的な授業の構築

児童同士の対話を成立させるために､ 新たな授業の内

容を検討した｡

１. ｢歌決め｣ 授業の再検討 (担任教師との情報共有)

事前評価 (従来の授業) より､ 対話的な授業を構築す

る際の問題として､ ①自分の気持ちに気づいていない､

②気持ちを表出できない､ ③他者の気持ちを意識できな

い､ ④話し合いに目的を持って参加していない､ ⑤興味

の幅が狭いという５つの課題が挙げられた｡

また､ 児童は､ ①自分の気持ちを強く表出する児童､

②他児童の述べた内容に音声言語で応答している児童､

③コミュニケーションや言語発達の遅れなどの障害の特

性によりやりとりが難しい児童などさまざまな特性を有

していた｡

これらの課題に対応し､ 児童同士の対話が期待できる

｢歌決め｣ の活動を検討する必要がある｡ そこで､ 担任

教師と筆者で､ 情報共有の時間を設け､ 授業の改善に取

り組んだ (Table１)｡

２. 結果

新たな授業計画の改善の視点

まず､ 情報共有 では､ 従来の授業の改善すべき点を

検討し､ 新たな授業計画を検討した (Table１)｡

新たな ｢歌決め｣ の活動は､ 児童同士の対話を促すた

め､ ①自分の気持ちに気づく､ ②自分の気持ちを表出す

る､ ③他者の気持ちを意識する､ ④目的をもって参加す

る､ ⑤興味の幅を広げるというという視点から検討する

ことになった｡ 次に､ 情報共有 で確認した各項目で重

視する内容を示す (Table５)｡

以上の５つの観点をもとに作成した ｢歌決め｣ の新た

な授業計画を担任教師に示し (Table６)､ 新たに実施

する授業の内容を検討した｡

3

Table４ 各活動場面での児童の様子

※矢印 (↓) は行動が継続していることを示す
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新たな授業は､ ３時間の計画とし､ 宣伝活動を設定し､

宣伝の効果を考えて準備を行う時間を設けた｡ また､ 他

児童の宣伝を聞いた上で､ 曲を聴いて他児童の推す曲の

良さを感じられるようにした｡

また､ 児童の特性①自分の気持ちを強く表出する児童､

児童の特性②他児童の述べた内容に音声言語で応答して

いる児童､ 児童の特性③コミュニケーションや言語発達

の遅れなどの障害の特性によりやりとりが難しい児童､

などの特性に応じた配慮を行った｡

児童の特性①のためには､ Table６の (③) (⑮) (⑯)

( ) を､ 特性②のためには､ Table６の (④) (⑨)

(⑬) (⑮) (⑯) ( ) を､ 特性③のためにはTable６の

(⑧) (⑨) (⑩) (⑭) (⑰) の活動を設定した｡

授業の実施

授業は３回に分けて行われた｡ 各児童の様子などをも

とに､ 授業ごとに結果を記述する｡

１) 授業①

授業①の児童の様子 (Table７) を示す｡

授業①では､ 自分の好きな歌の理由を聞かれ戸惑った

り ( )､ 自分から気持ちを表出できず､ 他者に提案し

てもらったりする (⑲) など､ 自分の気持ちに気づいた

り表出したりすることに難しさのある児童の姿があった｡

また､ (⑯) のように､ 他者の意見を受け容れることが

難しい児童もいた｡

授業①は､ 従来の授業と同様の内容であるため､ 各児

童は､ 研究Ⅰの結果と同様の行動をみせた｡ 授業②から

が､ 本研究で新たに組み入れた内容に入る｡
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２) 授業②

授業②では､ 宣伝のための準備を行った｡ 自分の気持

ちに気づくことが難しい児童に対して､ 教師と話し合い

ながら､ 気持ちを確認する支援を行った｡

授業②の様子をTable８に示す｡

準備の活動の中で､ ①自分の気持ちを強く表出する児

童､ ②質は様々であるが､ 他児童の述べた内容に応答し

ている児童､ ③コミュニケーションや言語発達の遅れな

どの障害の特性によりやりとりが難しい児童それぞれの

特性に応じた配慮を行ったため､ (①) (⑤) (⑦) (⑨)

(⑩) (⑪) (⑫) (⑬) (⑮) (⑰) (⑱) のように､ 教師

と共同し､ 自分に合った支援を受けて活動していた｡

学級の９名の児童の中から､ ①言葉によって自分の気

持ちを表出するＤ､ ②言葉による表出が難しいＢ､ ③教

師と気持ちを確認したＣの３名の発表資料をFig.１に示

す｡
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Fig.１ 発表資料

① ② ③
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①Ｄは､ 書くことを教師と確認すると､ 自発的に文章

や絵を記入していった｡ ことばで教師とやりとりができ

るため､ 教師は､ 時々助言した｡ Ｄは､ 他児童に効果的

に宣伝するためのポイントを教師に確認していた｡ ②Ｂ

は､ 絵を書くことで､ 気持ちを伝えようとした｡ そして､

雑誌の一部を切り取って貼り付けた｡ ③Ｃは､ 曲の説明

を書く際､ 教師に書く内容の助言をもらっていた｡ Ｃの

理解力では､ 他児童に曲のよい部分を書いて説明するの

は難しかった｡ そこで､ 自分がいつ曲を聴いているかを

記述した｡

以上のように､ 宣伝の準備の時間を設けたため､ 個々

の状況に合わせた準備を行うことができ､ ほとんどの児

童が､ 能動的に参加するようになった｡

３) 授業③

授業③の児童の様子をTable９に示す｡

授業③では､ 他者の気持ちを受け容れることが難しかっ

た児童が､ 他者が喜ぶという理由を宣伝に添えたり (⑤)

(⑥)､ 自分の好きな歌にこだわっていた児童が､ (⑯)

のように友達の好きな歌に興味を持ったりしていた｡

また､ 歌を一つに決めるときに､ 従来の授業では対話

に参加できなかった児童も､ じゃんけんする児童を注視

するなどして参加することができた｡

４) 授業実践のまとめ

授業実践の結果を､ ①自分の気持ちに気づく､ ②自分

の気持ちを表出する､ ③他者の気持ちを意識する､ ④目

的をもって参加する､ ⑤興味の幅を広げるという５つの

観点でまとめる｡

① 自分の気持ちに気づく

授業① (Table７) では､ 活動場面４で､ 自分の歌い

たい歌に投票せず､ 別の歌に投票したり ( )､ 歌いた

い理由を教師に聞かれ､ 戸惑ったりする児童がいた ( ・

)｡ しかし､ 宣伝を通して､ 授業②や授業③では､ 各

児童が自分の好きな歌について理由を加えて発表資料を

作り､ 宣伝できるようになった｡

② 自分の気持ちを表出する

学級には､ 自分の気持ちを積極的に表出する児童がい

る一方で､ ほとんど表出をしない児童もいる｡ ｢歌決め｣

の事前観察 (Table４) においても､ EやG､ Iなどは自

分の歌いたい歌を積極的に示していた一方で､ Hの歌い

たい歌は教師が普段の様子より提示し､ 選択するという
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形をとった｡ 授業改善の結果､ 授業③ (Table９) では､

児童一人ひとりが自分の歌いたい歌をそれぞれの方法で

宣伝した｡ 自ら気持ちを表出することが少なかったHも､

⑩のように､ 自分の順番が回ってくると自発的に立ち上

がり､ 教室の前方に移動した｡

自分の気持ちを表出する児童は､ 自分が宣伝する歌を

好きな理由を聞かれると､ Table７- のように戸惑って

いた｡ しかし､ 授業② (Table８) では､ 教師と話し合

いながら理由を考え､ 授業③ (Table９) では､ 理由を

交えて宣伝をすることができた｡ また､ Table９- のよ

うに､ 新しく気に入った歌について､ その理由を自分で

述べることができた｡

③ 他者の気持ちを意識する

授業が進むにつれ､ 多くの児童が他の児童により興味

を持ち､ 他者の気持ちを意識するようになった｡ 具体的

には､ 相手の意見を聞いて受け入れられるようになって

ほしいという教師の願いがあったDが､ Table７-⑰やTa

ble９- のような､ 他者の気持ちを考えたり相手の意見

を受け入れたりすることができるようになった｡ また､

自分の気持ちを譲ることが難しかったIが､ 授業③では､

友だちの宣伝をしっかり聞くことができるようになった｡

また､ 授業③では､ 全体を通して､ ｢いいね｡｣ というよ

うな相手の宣伝に対するつぶやきが多かった｡

今まで教師に促されて友だちの気持ちを想像していた

児童が､ Table９- のように自発的に想像するようになっ

た｡ ほかにも､ 友だちの反応を受けてうれしそうにした

り (Table９-⑫)､ 自分の宣伝に興味を持った児童に自

分から関わりに行ったりする児童 (Table９-⑭) もいた｡

④ 目的をもって参加する

活動を通じて､ 多くの児童が授業の目的を理解し､ 参

加するようになった｡

事前 (Table４) と授業③ (Table９) の両方で､ 多

数決の結果､ 歌が一つに決まらず､ 話し合いやじゃんけ

んで決めるという場面があった｡ 事前の際は､ 最終投票

に関係していない児童が､ のように机に突っ伏す姿や､

のように別のものを使って遊ぶ姿がみられ､ 活動に参

加することができていなかった｡ しかし､ 授業③の際に

は､ じゃんけんをしない児童の多くがじゃんけんをする

児童に注目し､ 活動に参加することができた｡

⑤ 興味の幅を広げる

児童の中には､ 今まであまり聴かなかった歌に興味を

持った児童もいた｡

例えば､ 授業③では､ 事前の際には､ 自分の歌いたい

歌を主張するだけであったBが､ 他の児童が宣伝した歌

を口ずさんだり (Table９-⑯)､ 自分が普段聴いていな

い歌を友だちが挙げた時に ｢嫌だ｡｣ と拒否していた

(Table４-⑯) Gが､ 今まで聞いていなかったIの宣伝し

た歌を一緒に聞こうとしたりする (Table９- ) などの

変化が生じた｡

以上の５つの観点で見ると､ 新しい授業は従来の授業

と比較して､ 児童同士が対話し､ 学級全体が対話に参加

する授業になっていたといえる｡

３. 考察

結果で述べた変容について､ 自分の気持ちに気づく､

自分の気持ちを表出する､ 他者の気持ちに気づく､

目的をもって参加する､ 興味の幅を広げるという５

つの視点から考察する｡

自分の気持ちに気づく

多くの児童が､ 自分の気持ちに気づくことができるよ

うになった｡ 宣伝の準備において､ 教師が児童の感じて

いる気持ちを言葉で確認する時間を設けたことで､ 児童

が自分の気持ちに気づくことができるようになったので

はないかと考えられる｡ また､ 元々自分の好きな歌がわ

かっていた児童は､ 理由などのさらに深い気持ちに目を

向けられるようになった｡

自分の気持ちを表出する

学級には､ 自分の気持ちを積極的に表出する児童とそ

うでない児童がいた｡ 宣伝活動において､ 話す側と聴く

側に分かれたことで､ 表出しやすい環境が作られたので

はないかと考える｡

また､ 教師とのやり取りを行ったことで､ 児童が自分

の気持ちを整理し､ 表出しやすくなったとも考えられる｡

このように､ 普段気持ちを表出しない子も表出できる

場を設定したり､ 児童に応じた表出方法を用いたりする

ことで､ 学級のすべての児童が参加する ｢対話的な学び｣

を生みやすくするのではないだろうか｡

他者の気持ちを意識する

対話のためには他者の気持ちを意識することが大切で

あると考え､ 宣伝という他者の気持ちを聞く機会を設け

ることとした｡ その結果､ 他者の気持ちを受け入れたり､

自分の気持ちを譲ったりするのが難しい子がいたが､ 友

達を意識した言動が多くみられるようになった｡

宣伝を聴くことで､ 友達の気持ちや自分の働きかけが

受け取り手にどう伝わるかを知ることができ､ 他者に共

感しやすくなったり､ 他者と関わる動機付けになったり

したのではないかと考えられる｡

また､ 宣伝を経て皆で歌う歌を決定するという流れに

したことで､ 自分の歌に投票してもらうという目的のた

めに友達の気持ちを想像するようになったのではないだ

ろうか｡ しかし､ この段階では､ 明確な目的のないとき

に児童が他者の気持ちを想像することは難しいと考える｡

そこで､ 児童が友達の気持ちを考えた発言をした際に､

教師は積極的にその児童を褒めるなどの動機付けをおこ

なうことで､ 様々な状況で他者の気持ちを意識するよう

になると考える｡

目的をもって参加する

学級では､ 場面によって､ 一部の児童しか授業に参加

していないことがあった｡ この場面では､ 一部の児童は

目的を持つことができず､ 参加しづらかったのではない

かと考えた｡ しかし､ みんなで歌う歌を決めるという明

確な目的を設定したことで､ それぞれの児童が ｢自分の

好きな歌を歌いたい｣ という意義をもって参加するよう
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になった｡ そのうえで宣伝活動を行うことで､ 多くの児

童が授業に参加できたのではないかと考えられる｡

興味の幅を広げる

自分の好きな歌にこだわっていた児童が､ 友達の宣伝

した歌を口ずさんだり､ 友達と一緒に歌を聴こうとした

りする姿が見られるようになった｡

このことから､ 対話を通して児童の興味関心が広がっ

たのではないかと考える｡ 友達の好きな歌について知る

ことで､ 今まであまり知らなかった歌の魅力を知り､ 興

味を持った可能性があると考えられる｡ また､ それによっ

て児童同士が歌という媒介を通じた新たなコミュニケー

ションが生まれたのではないだろうか｡

V. 総合考察

本研究では､ 事前観察をもとに対象学級に在籍する児

童の対話の課題を挙げた｡

そして､ 従来の授業に加えて宣伝のための話し合い活

動と宣伝という二つの活動内容を行った｡

児童は自分の気持ちを教師と確認しながら活動し､ 自

分の気持ちに気づき､ 表出するための準備を行った｡ 発

表のための資料は､ 教師の支援の基､ 自分に合った表出

の方法を選択し､ 個々の表出の状況に合わせた準備を行

うことができた｡

宣伝では､ 全ての児童に時間を均等に確保し､ 宣伝を

聞く児童は､ 自分の発言を抑えて､ 傾聴するようにした｡

そのため､ 各児童は､ 落ち着いて自分の気持ちを他者に

伝えることができた｡ それまで､ 表出が難しく､ 他児童

に自分の考えを示したり伝えたりする機会がなかった児

童も､ 自分の方法で表出していた｡ 宣伝を聞くという点

からも､ ほとんどの児童が､ 他児童の宣伝を傾聴してい

たため､ 他者の気持ちを理解し､ 耳を傾ける態度が育っ

た｡

以上の活動の中で､ 児童同士がお互いに気持ちを伝え

合う対話が生まれたり､ 自分の気持ちや考えをさらに深

めていこうとする姿勢が見られたりした｡

また､ 友達の好きなものを知ることによって､ 授業以

外の時間にも､ それまで対話が少なかった児童間で､ 新

たなコミュニケーションが生まれた｡
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